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あなたの受けている暴力は
ＤＶではありませんか？
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PICK UP 情報❶
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
者
か

ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

配
偶
者
暴
力
防
止
法
に
お
い
て
は
、

被
害
者
を
女
性
に
限
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
結
婚
し
て
い
な

い
男
女
間
で
の
体
、
言
葉
、
態
度

に
よ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
最
近
、

10
代
、
20
代
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
の

間
で
も
起
こ
り
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
Ｄ
Ｖ
・

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
つ
こ
と
が
暴
力
に

苦
し
む
人
へ
の
支
援
に
つ
な
が
り
、

社
会
か
ら
Ｄ
Ｖ
を
根
絶
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
相
談

誰
に
も
言
え
ず
に
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ま
ず
は
、
専
用
電
話
へ
気
軽

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。
女
性
の
相

談
員
が
あ
な
た
の
お
話
を
お
聴
き

し
ま
す
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
面
接
相
談
（
託
児
あ
り
）

も
あ
り
ま
す
。

相
談
方
法
（
電
話
・
面
接
）

　
専
用
電
話　

㉒
8
8
8
2

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
と
い
っ
た
女
性
に
関
す
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
強
化
週
間

を
設
け
て
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

市
民
一
人
ひ
と
り
が
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と
は

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は

D
V
に
関
す
る
相
談
窓
口

そ
の
他
の
相
談
窓
口

催
し
な
ど

※子どもが夫婦間の暴力（ＤＶ）を目撃した場合は、子どもに対する
　心理的虐待になります。

身体的暴力 殴る、蹴る、引きずりまわす、物を投げつける など

心理的暴力 大声で怒鳴る、ののしる、脅す など

性 的 暴 力 性行為を強要する、避妊に協力しない など

経済的暴力 生活費を渡さない、働きに行かせない など

社会的暴力 行動の制限、友人に会わせない など

相談機関
半田市

子育て支援課

愛知県女性
相談センター （０５２）９６２-２５２７

電話

８４-０６５７（直通）

弁護士による
ＤＶ専門相談

愛知県女性相談
センター知多駐在室 ３１-０１２１

（０５２）９６２-２５２８
月曜日14時～15時３０分

講 演 会

ＤＶ被害により子どもたちが受け
る影響について知り、自分自身に何
が出来るかを学びます。
日　時　１１月１２日（月）
　　　　１４時～１５時３０分
場　所　市役所大会議室（４階）
対　象　どなたでも
講　師　具 ゆり 氏

（ウィメンズカウンセリング
名古屋ＹＷＣＡ）

申込み　不要（参加費無料）

ＤＶが子どもに与える
影響

【問合わせ】 子育て支援課　8４-0657

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先

　


0
5
7
0
│
0
7
0
│
8
1
0

期
間　
11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰

時
間　
8
時
30
分
〜
19
時
（
17
日

㈯
、
18
日
㈰
は
10
時
〜
17
時
）

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員

相
談
形
態　
電
話
相
談

問
合
わ
せ

　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

0
5
2
│
9
5
2
│
8
1
1
1

（
内
線
1
8
3
1
）

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

期
間　
11
月
1
日
㈭
〜
30
日
㈮

場
所　
半
田
市
役
所　
1
階

　
　
　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

～私たちにできること～

ぐ
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

児童虐待に関する相談・連絡先

知多児童・障害者
相談センター
全国共通
３桁ダイヤル

子育て支援課

相談機関
８４-０６５７
（直通）

電話

１８９

２２-３９３９

身体的虐待 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わ
せる、溺れさせる、家の外に閉め出す など

性 的 虐 待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの
被写体にする など

乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔にする、自
動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない などネグレクト

心理的虐待 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子ど
もの目の前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ） など

オレンジリボン

児童虐待とは?
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を

知
っ
た
と
き
に
は
連
絡
を

児
童
虐
待
を
発
見
し
た
り
、
著

し
く
子
ど
も
の
様
子
が
変
だ
と
感

じ
た
ら
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

知
多
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ

ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
虐
待
の

疑
い
の
あ
る
場
合
も
、
た
め
ら
わ

ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど

も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を

子
育
て
し
て
い
る
あ
な
た
が
深

い
寂
し
さ
に
襲
わ
れ
た
り
、
子
育

て
を
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
り
、

子
育
て
の
不
安
が
と
て
も
大
き
く

な
っ
て
、
子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る

っ
た
り
、
逆
に
子
育
て
を
放
棄
し

た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

抱
え
込
ま
ず
に
、
誰
か
に
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
出
す
こ
と
で
、
き
っ
と
解
決

策
が
見
つ
か
り
ま
す
。

子
育
て
中
の
親
子
に

や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
を

ご
近
所
や
外
出
先
で
出
会
っ
た

子
育
て
中
の
親
子
に
、
や
さ
し
い

ま
な
ざ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
微
笑
み
か
け
た
り
、

階
段
で
困
っ
て
い
る
親
子
を
見
か

け
た
ら
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
持
ち
運
び

を
手
伝
っ
た
り
、
そ
ん
な
些
細
な

あ
な
た
の
行
動
が
、
子
育
て
中
の

親
子
の
心
の
支
え
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

※連絡は匿名で行うことも可能です。
　連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

オレンジリボン運動

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
子
ど
も
の
生
命
が
奪

わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
も
後

を
絶
た
ず
、
児
童
虐
待
問
題
は
社

会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
い
命
を
虐
待
か
ら
守
る
に
は
、

虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
の
自
立
に
至
る
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
が
必
要

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
児
童
虐
待

問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
主

体
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
近
隣
・
地
域
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

パ
ネ
ル
展
示

◇
日
時　
11
月
1
日
㈭
〜
30
日
㈮

◇
場
所　
半
田
市
役
所　
1
階　

　
　
　
　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

啓
発
活
動

◇
日
時　
11
月
11
日
㈰　
10
時
〜

◇
場
所　
半
田
運
動
公
園
（
は
ん

だ
ふ
れ
あ
い
産
業
ま
つ
り
）

　オレンジリボン運動は、「児童虐待のない社会の実現」を目
指す市民運動です。オレンジリボンは、そのシンボルマークで
あり、オレンジ色は子どもたちの明るい未来を表しています。
　この運動では、児童虐待防止に賛同される方が、それぞれ胸にオレンジリボ
ンを着けることで、児童虐待防止の活動に参加していただけます。オレンジリボ
ンは、子育てを温かく見守り、子育てをお手伝いする意志のあることを示すマー
クです。

【問合わせ】 子育て支援課　8４-0657

児童虐待かも…と思ったら
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市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

　ウクレレ演奏、フォークデュオ、コーラス、ギター弾き語りなど・・・さまざまなジャンルのアーティストが出
演します。出演者とも交流を図りながら、気軽に音楽を楽しみませんか。

まちひろ音楽祭とは
　2017年、はんだまちづくり
ひろば（まちひろ）に登録する市
民活動団体が企画立案し、第１
回目を開催。
　市内で音楽活動をする若者・
市民活動団体・グループ・個人
が集い、音楽交流を行うことで、
お互いを知り、今後の活動拡大
につなげること、まちづくりに寄
与することを目的としています。

歌もおしゃべりも大好き！ウクレレ片
手に笑顔いっぱい、元気に歌います。

アンサンブルポラーノ

ウクレレしょうべい

with
La Fleur ハーモニーキッズ

ＡＭＩ

歌って踊れるコーラスグループ。オリジ
ナルの振付けに合せて歌い、音楽の楽し
さを伝えます。

息ぴったりの同級生グループ。70年代
の思い出の曲など、思わず一緒に口ず
さみたくなる曲をお楽しみください！

子どもたちの歌声と可愛い振付で皆さ
んを笑顔にします。

オカリナとギターの音楽料理人。
あっちゃん、みっちゃんの二人の
トークもお楽しみに！

食べながら、飲みながらも
音楽祭を楽しめます
　クラシティ１階“Café CITA”では、音楽と一緒に楽しめ
るフードメニューとドリンクメニューを当日用意しています。

※１・２階の店舗でお買い物される場合は駐車料金が２時間
分無料になります。

日　時　１１月２３日（祝）　１１時～１５時
場　所　にぎわいテラス　クラシティ１階
観　覧　無料
出演アーティスト　
　　　　半田商業高校吹奏楽部、ハロレレ、LaFleurハーモニーキッズ、
　　　　フォーＳＡ、Right’s、ＡＭＩ、ケイティ、アンサンブルポラーノ、
　　　　with、ウクレレしょうべい
問合せ　はんだまちづくりひろば　３２-３４４０

出 演 アーティスト一部紹介

【問合わせ】 市民協働課（市民交流センター）　32-3430

音楽でつながろう・伝えよう♪

まちひろ音楽祭２０１８

▲音楽祭特別メニュー
　“まちひろセット”
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市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

久田 莉愛 さん（成岩中学校２年）

「戦争は何の罪もない人が巻き込まれる。」
この言葉は平和記念資料館のガイドさんから聞い
た言葉です。平和記念資料館の中には、正にその言
葉通り、悲惨な戦時中の姿がありました。原爆で被
害にあわれた方の写真や遺品、焼け破れた服や、溶
けたビー玉、黒こげの弁当箱など、目にするもの全
てがとても衝撃的で、悲しい気持ちになりました。火
傷で皮膚がはがれた写真も見ましたが、痛々しく直
視することが出来ませんでした。
夜の平和講話では詳しい話を聞き、原爆によって

１４万人の方が亡くなり、戦後７３年たった今でも被爆
によって苦しみ続けている方がいるということを教
わりました。
今回の平和研修で、原爆の恐ろしさを学びました。

大勢の人の命を一度に奪ってしまう戦争は二度と起
きてほしくないです。戦争は悲しみしか生まれない
からです。私は、世界中の国が互いに認め合い、広
島の悲しい過去を忘れないことが平和への第一歩
だと思います。

山本 千咲 さん（青山中学校２年）

私は今回の平和研修で、戦争の悲惨さ、平和の
大切さを学びました。最初、原爆ドームを見た時
は衝撃でした。鉄骨がむき出しになっていたり下
にがれきなどが残っていて本当に当時のままな
んだと感じました。その後に行った資料館では原
爆の怖さが身に染みました。被害を受ける前の広
島は、たくさんの人でにぎわっていました。しかし
被害を受けた後は同じ地とは思えないほど変わ
っていました。原爆は大やけどを負ったり、後から
病気になってしまったりと人々を苦しめ続ける最
悪の兵器だと改めて感じました。さらに一階で遺
品の展示がありました。そこで目にしたのは、焼
けた少年の服、穴があいたワンピース。その服を
着ていた人はどれだけ苦しい思いをしたのだろう。
考えるだけでも怖かったです。
人から全てを奪い、苦しめた核兵器の怖さ、そ

して平和がどれだけ大切なのか。後世にきちんと
伝えていこうと強く思いました。

半田市は、全国に先駆けて非核平和の実現に
関する議会決議を行いました。また、日本非核宣
言自治体協議会及び平和首長会議にも加盟し、
非核平和の実現に向けて様々な取り組みを行っ
ています。その取り組みのひとつとして、次代を
担う若者たちに平和の大切さを知ってもらうた
めの「中学生平和研修」を実施しています。
今年は、８月２８日（火）及び２９日（水）に成岩中
学校と青山中学校の生徒８人が広島市を訪問し
ました。半田市原爆パネル展で、市民のみなさん
に平和を祈念して作成いただいた約５千羽の折
鶴を研修に参加した中学生が広島へ届けまし
た。みなさんご協力ありがとうございました。

【問合わせ】 総務課　８４-０６１３

平和への想い

広島平和ツアー体験記

▲研修参加者８名が広島平和記念公園内の「原爆の子の像」前にて撮影

ひさだ　　り　あ やまもと    　ちさき



◇
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
部
門

　

oyaji78

（
の
ぞ
み
が
丘
）
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◇
絵
画
部
門

〈
中
学
生
の
部
〉

　
小
島　
　
桐
（
成
岩
中
２
年
）

〈
小
学
生
の
部
〉

　
中
村　
琉
生
（
宮
池
小
６
年
）

◇
フ
ォ
ト
部
門

　
山
野　
　
昇
（
常
滑
市
）

◇
絵
画
部
門

〈
一
般
の
部
〉

　
杉
浦　
博
和
（
柊
町
）

◇
絵
画
部
門

〈
中
学
生
の
部
〉

　
蜷
川　
す
や
（
成
岩
中
１
年
）

◇
絵
画
部
門

〈
小
学
生
の
部
〉

　
山
崎　
優
月
（
雁
宿
小
６
年
）

「
魅
力
が
詰
ま
っ
た
わ
た
し
の
ま
ち
、半
田
の
風
景
を
い
つ
ま
で
も
」

を
テ
ー
マ
に
、絵
画
部
門一般
の
部
84
点
、中
学
生
の
部
3
0
1
点
、小

学
生
の
部
1
，0
5
5
点
、幼
児
の
部
17
点
、フ
ォ
ト
部
門
1
0
8
点
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
部
門
2
6
9
点
の
計
1
，8
3
4
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す（
敬
称
略
）。

【問合わせ】 都市計画課　８４-０６６４

２０１８わたしのはんだ発見！

風景絵画＆フォトコンテストの入賞者

は
ん
だ
の
魅
力
発
見
！
大
賞

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
大
賞

半
田
市
教
育
委
員
会
賞

わ
た
し
の
は
ん
だ
賞

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
賞

超
！
マ
ニ
ア
賞

は
ん
だ
の
風
景
賞

半
田
商
工
会
議
所
会
頭
賞

半
田
市
観
光
協
会
賞

半
田
青
年
会
議
所
理
事
長
賞

は
ん
だ
の
魅
力
発
見
！
大
賞
特
別
賞

入
賞
作
品
の
展
示

①
11
月
23
日
㈷
〜
12
月
5
日
㈬　
ク
ラ
シ
テ
ィ
3
階

②
12
月
7
日
㈮
〜
12
月
16
日
㈰　
Ｍ
Ｉ
Ｍ
内　
Ｍ
Ｉ
Ｍ
ホ
ー
ル

（
Ｍ
Ｉ
Ｍ
の
営
業
時
間
は
17
時
ま
で
で
す
が
、入
賞
作
品
の
展
示
は
19
時
ま
で
行
い
ま
す
。）

❖絵画部門❖
　間瀬　愛弓（乙川中３年）

❖フォト部門❖
　小谷　一郎（知多郡武豊町）

◇
絵
画
部
門

〈
一
般
の
部
〉

　
蜷
川　
せ
り
（
白
山
町
）

　
沢
田　
安
子
（
板
山
町
）

　
松
浦　
藍
子
（
の
ぞ
み
が
丘
）

〈
中
学
生
の
部
〉

　
小
林　
咲
季
（
亀
崎
中
３
年
）

　
合
田　
陽
香
（
成
岩
中
３
年
）

　
榊
原　
　
潤
（
乙
川
中
３
年
）

　
榊
原　
悠
斗
（
半
田
中
２
年
）

　
吉
川
ほ
の
香
（
成
岩
中
２
年
）

　
神
谷　
愛
奈
（
成
岩
中
１
年
）

〈
小
学
生
の
部
〉

　
間
瀬
孝
太
郎
（
亀
崎
小
６
年
）

　
家
田
研
太
朗
（
成
岩
小
６
年
）

　
上
原　
麻
瑚
（
乙
川
東
小
５
年
）

　
中
西　
葵
彩
（
花
園
小
５
年
）

　
関　
　
文
菜
（
乙
川
小
５
年
）

　
磯
村　
実
珠
（
宮
池
小
５
年
）

　
原　
　
菜
月
（
亀
崎
小
４
年
）

　
長
田　
　
創
（
雁
宿
小
４
年
）

　
河
合　
乃
慧
（
成
岩
小
４
年
）

　
中
村　
倫
子
（
宮
池
小
３
年
）

　
竹
内　
沙
樹
（
横
川
小
３
年
）

　
浅
井　
　
純
（
宮
池
小
３
年
）

　
大
菊　
流
綺
（
岩
滑
小
２
年
）

　
池
田　
航
太
（
雁
宿
小
２
年
）

　
鶴
田　
瑛
士
（
碧
南
市
立
新
川

小
２
年
）

　
磯
部　
蒼
依
（
岩
滑
小
１
年
）

　
金
桝　
　
新
（
花
園
小
１
年
）

　
小
森　
慈
恩
（
大
府
市
立
石
ヶ

瀬
小
１
年
）

〈
幼
児
の
部
〉

　
岩
本　
拓
隼
（
亀
崎
幼
稚
園
）

　
𠮷
田　
彩
那
（
つ
ば
さ
幼
稚
園
）

　
中
田
こ
こ
ろ
（
花
園
保
育
園
）

◇
フ
ォ
ト
部
門

　
船
間　
　
博
（
知
多
郡
東
浦
町
）

　
榎
本　
　
晃
（
知
多
郡
阿
久
比
町
）

　
杉
浦　
　
誓
（
の
ぞ
み
が
丘
）

　
細
野　
泰
佑
（
成
岩
小
１
年
）

◇
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
部
門

　
三
浦　
　
捷
（
住
吉
町
）

　

shaka_shaka0426

　
　
　
　
　
　
（
安
城
市
）

◇
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
部
門

　

hanpaku_handa

（
東
洋
町
）

　
猫
田
千
恵
子
（
住
吉
町
）

◇
絵
画
部
門

〈
中
学
生
の
部
〉

　
新
美　
花
音
（
乙
川
中
３
年
）

　
加
藤　
侑
良
（
半
田
中
２
年
）

　
福
井
琥
太
郎
（
亀
崎
中
１
年
）

〈
小
学
生
以
下
の
部
〉

　
間
瀬
夕
羽
花
（
亀
崎
小
６
年
）

　
中
村　
優
子
（
宮
池
小
５
年
）

　
大
塚　
結
友
（
半
田
小
４
年
）

　
伊
藤
心
乃
華
（
宮
池
小
３
年
）

　
伊
藤　
心
羽
（
半
田
小
２
年
）

　
普
久
原　
誠
（
乙
川
小
１
年
）

　
黒
田　
惇
平
（
修
農
保
育
園
）

　
　

こ
じ
ま　
　
　
　

き
り

　
　
な
か
む
ら　
　

る　
い

　
　

や
ま
の　
　
　
　
の
ぼ
る

　
　
す
ぎ
う
ら　
　
ひ
ろ
か
ず

　
　
に
な
が
わ

　
　
や
ま
ざ
き　
　
ゆ
づ
き

　
　
に
な
が
わ

　
　

さ
わ
だ　
　
　
や
す
こ

　
　
ま
つ
う
ら　
　

あ
い
こ

　
　
こ
ば
や
し　
　

さ　
き

　
　

ご
う
だ　
　
　
は
る
か

　
　
さ
か
き
ば
ら　
　
　
じ
ゅ
ん

　
　
さ
か
き
ば
ら　

は
る
と

　
　
よ
し
か
わ　
　
　
　

か

　
　

か
み
や　
　
　
あ
い
な

　
　

ま　
せ　
こ
う
た
ろ
う

　
　

い
え
だ　
け
ん
た
ろ
う

　
　
う
え
は
ら　
　
あ
さ
こ

　
　
な
か
に
し　
　

あ
お
い

　
　
せ
き　
　
　
　
ふ
み
な

　
　
い
そ
む
ら　
　

み
じ
ゅ

　
　
は
ら　
　
　
　

な
つ
き

　
　　
お
さ
だ　
　
　
　
た
く
み

　
　

か
わ
い　
　
　
の　
え

　
　
な
か
む
ら　
　

り
ん
こ

　
　
た
け
う
ち　
　

さ　
き

　
　

あ
さ
い　
　
　
　
じ
ゅ
ん

　
　
お
お
ぎ
く　
　

る　
き

　
　

い
け
だ　
　
　
こ
う
た

　
　

つ
る
た　
　
　
え
い
じ

　
　

い
そ
べ　
　
　
あ
お
い

　
　
か
ね
ま
す　
　
　

あ
ら
た

　
　

こ
も
り　
　
　
じ
お
ん

　
　
い
わ
も
と　
　

た
く
と

　
　

よ
し
だ　
　
　
あ
や
な

　
　

な
か
だ

　
　

ふ
な
ま　
　
　
　
ひ
ろ
し

　
　
え
の
も
と　
　
　
　
あ
き
ら

　
　
す
ぎ
う
ら　
　
　

ち
か
い

　
　

ほ
そ
の　
　

た
い
す
け

　
　

み
う
ら　
　
　
　
す
ぐ
る

　
　

ね
こ
た　
ち　
え　
こ

　
　

に
い
み　
　
　
か
の
ん

　
　

か
と
う　
　
　
ゆ　
ら

　
　

ふ
く
い　
こ
た
ろ
う

　
　

ま　
せ　
ゆ　
う　
か

　
　
な
か
む
ら　
　

ゆ
う
こ

　
　
お
お
つ
か 　
　

ゆ　
う

　
　

い
と
う　
こ　
の　
か

　
　

い
と
う　
　
　
こ
こ
は

　
　

ふ
く
は
ら　
　
ま
こ
と

　
　

く
ろ
だ　
　
じ
ゅ
ん
ぺ
い

ま　せ　　　あゆみこたに　　　いちろう
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PICK UP 情報❻
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 市民課　８４-０６３２

マイナンバーカード申請

日曜受付 のお知らせ

※マイナンバーカードの申請は任意で行うものです。
※当日は混雑する可能性があるため、時間に余裕をもってお越しください。

マイナンバーPRキャラクター
マイナちゃん

受付（市役所） 通知ハガキ送付 カード受け取り（市役所）
ご希望の日に
お越しください

ご本人様宛に
送付されます

ハガキ・通知カード
※本人確認書類をお持ちください約１か月後

日時

通知カードを紛失した
方も切り替え可能です！

通知カード

マイナンバーカード

気軽に
来てね！

通知カードからマイナンバーカードへの切り替えはお済みですか？
平日、市役所に来るのが難しいという方も、ぜひこの機会に申請してみませんか。

マイナンバーカードの機能

・公的な身分証明書になります。
・コンビニで住民票などの証明書を
　取得することができます。

申請からカード受け取りまでの流れ

開催日 実施場所 時間

11月1１日（日）

11月25日（日）

12月 9日（日）

半田市役所
1階 市民ロビー
（正面玄関前）

8時30分～12時

・受付対象は、半田市に住民票がある方です。
・持ち物は特に必要ありません。申請するご本人が半田市役
所にお越しください。

・今回の日曜受付では、マイナンバーカードに載る証明写真の
撮影サービスを行います。

・申請からカード受け取りまで、約１か月程度かかります。
・カードの受け取り場所は半田市役所です。

※受け取りの際は、通知ハガキ（約１か月後に届きます）・通知カード・本人確認書類が必要です。



は
ん
だ
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

半
田
市
総
合
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

半
田
病
院
の
停
電
に
つ
い
て

博
物
館
改
修
工
事
に
つ
い
て

最
優
秀
賞

優
　
秀
　
賞

最
優
秀
賞

優
　
秀
　
賞
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市 政 ニ ュ ー ス

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
「
半

田
の
酢
醸
造
用
具
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る

常
設
展
示
室
Ⅲ
を
左
記
の
期
間
閉
室
し
、

展
示
室
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

閉
室
期
間
　
12
月
1
日
㈯
〜
平
成
31
年
1

月
11
日
㈮

※
閉
室
期
間
中
も
常
設
展
示
室
Ⅰ
、
Ⅱ
及

び
特
別
展
示
室
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
博
物
館  


㉓
7
1
7
3

受
電
設
備
点
検
に
伴
う
停
電
作
業
を
左

記
の
日
時
で
実
施
し
ま
す
。
停
電
の
影
響

に
よ
り
診
療
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
来
院
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
電
日
時

　
11
月
11
日
㈰　
12
時
〜
17
時
（
予
定
）

問
合
わ
せ　
半
田
病
院
管
理
課

　
　
　
　
　

㉒
9
8
8
1

　
　
　
　
　
（
内
線
8
4
2
4
）

成
岩
地
区
を
主
会
場
と
し
て
、
市
内
の

各
地
域
で
住
民
参
加
の
防
災
訓
練
を
行
い

ま
す
。
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地
震
の
発
生
を
想
定

し
た
訓
練
で
す
。
家
族
で
「
大
切
な
命
を

守
り
、
命
を
繋
ぐ
」
防
災
訓
練
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

日
時

  

11
月
18
日
㈰　
9
時
〜
11
時
30
分

場
所成

岩
小
学
校
、
成
石
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
半

田
中
学
校
、
有
脇
小
学
校
、
亀
崎
小
学
校
、

岩
滑
小
学
校
、
花
園
小
学
校
、
上
池
公
民

館
な
ど

参
加
方
法

　
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

直
接
現
地
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
場
所
に
よ
っ
て
訓
練
内
容
が
異
な
る
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
訓
練
内
容

◇
避
難
所
運
営
訓
練

◇
災
害
復
旧
訓
練

◇
応
急
救
護
所
開
設
訓
練

◇
支
援
物
資
輸
送
訓
練　
　
　
　

問
合
わ
せ

　
防
災
交
通
課　

84
0
6
2
6

市
内
の
小
中
学
生
か
ら
合
計
１
７
４
点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
み

な
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
杉
浦　
瀧
牙
（
乙
川
小
１
年
）

　
宮
澤　
悠
仁
（
亀
崎
小
２
年
）

　
岩
瀬　
　
瑛
（
乙
川
小
３
年
）

　
小
林　
永
真
（
亀
崎
小
４
年
）

　
籾
山
恵
珠
花
（
乙
川
小
６
年
）

　
橋
本　
颯
人
（
亀
崎
小
６
年
）

　
碓
井　
　
稟
（
青
山
中
１
年
）　

　
森　
　
桜
我
（
半
田
中
１
年
）

　
高
浪　
愛
子
（
半
田
中
３
年
）

問
合
わ
せ

　
環
境
課　

84
０
６
２
７

市
内
の
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
合
計

49
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次

の
み
な
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇
家
庭
部
門
　

　
榊
原　
宏
之
（
有
楽
町
）

◇
事
業
所
部
門
　

　
地
域
ふ
れ
あ
い
施
設
「
さ
く
ら
の
家
」

　
（
瑞
穂
町
）

問
合
わ
せ

　
環
境
課　

84
０
６
２
７

中学生の部 小学生の部

深山　果奈
（半田中３年）

新美　絢菜
（宮池小５年）

事業所部門 家庭部門

岩滑小学校
（岩滑高山町）

鈴木　汎
（宮本町）

すずき　　ひろし

にいみ　　　あやなみやま　　　か　な

　
　
す
ぎ
う
ら　
　

そ
う
が

　
　
み
や
ざ
わ　
　

ゆ
う
と

　
　

い
わ
せ　
　
　
　
あ
き
ら

　
　
こ
ば
や
し　
　

え　
ま

　
　
も
み
や
ま
え　
み　
か

　
　
は
し
も
と　
　
は
や
と

　
　

う
す
い　
　
　
　

り
ん

　
　
も
り　
　
　
　

お
う
が

　
　
た
か
な
み　
　

あ
い
こ

　
　
さ
か
き
ば
ら　
ひ
ろ
ゆ
き



農
地
を
借
り
た
い
農
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」は
時
間
額

８
９
８
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

農
地
の
貸
出
し
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
活
躍
し
た
方
を
表
彰
し
ま
す
の
で

推
薦
を
お
願
い
し
ま
す

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

はんだ市報　2018.11.19

市 政 ニ ュ ー ス

半
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
所

有
者
が
貸
出
し
を
希
望
す
る
場
合
、
農
業

者
に
情
報
提
供
し
、
借
受
け
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
営
農
規
模
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
農
業
者
や
新
た
に
農
業
を
始
め

る
方
は
、
農
業
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
登
録
手
続
き
を
案
内
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
（
両
方
を
満
た
す
）

◇
市
内
の
農
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る

◇
既
耕
作
面
積
が
3
，0
0
0
㎡
以
上
、ま

た
は
借
受
け
に
よ
り
耕
作
面
積
3
，

0
0
0
㎡
以
上
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る

※
既
に
市
内
で
農
地
中
間
管
理
機
構
の

「
受
け
手
」に
登
録
を
し
て
い
る
農
業
者

は
、手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
わ
せ

　
半
田
市
農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）

　

84
0
6
3
7

愛
知
県
内
の
事
業
場
で
働
く
常
用
、
臨

時
、
パ
ー
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
日
給
制
、
月
給
制
の
労
働

者
の
場
合
は
、
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に

換
算
し
て
8
9
8
円
と
比
較
し
ま
す
。

問
合
わ
せ　
半
田
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　


㉑
1
0
3
0

教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
し

た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

表
彰
の
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
、
市

内
に
在
籍
す
る
団
体
及
び
市
内
在
学
・
在

勤
の
方

①
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
、

学
術
文
化
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
方

②
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
表
彰
す
る
に

適
当
と
認
め
た
方

※
詳
し
い
選
考
基
準
の
問
合
わ
せ
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
。

推
薦
方
法

市
内
の
小
中
学
校
や
県
立
高
校
な
ど
に

教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
の
依
頼
を
し
ま

す
。
表
彰
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
候

補
者
を
推
薦
す
る
場
合
は
、
必
要
書
類

（
具
申
書
、
功
績
調
書
、
受
賞
さ
れ
た

こ
と
が
証
明
で
き
る
資
料
）
を
記
入
し
、

11
月
30
日
㈮
ま
で
に
学
校
等
を
経
由
し

て
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
式

◇
日
時　
平
成
31
年
2
月
9
日
㈯

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　
講
堂

問
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課　

84
0
6
8
7

半
田
市
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

分
野
で
活
躍
し
た
方
を
表
彰
し
ま
す
。

表
彰
の
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
半
田
市
体
育

協
会
員
、市
民
、市
内
在
勤
の
方

①
国
民
体
育
大
会
、
日
本
選
手
権
大
会
で

3
位
ま
で
に
入
賞
し
た
方
、
そ
の
監
督

②
県
大
会
以
上
の
大
会
で
1
位
の
方
（
団

体
競
技
は
6
チ
ー
ム
、
個
人
競
技
は
12

名
以
上
参
加
す
る
大
会
。
た
だ
し
、
中

学
生
以
下
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

③
全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
3
位

ま
で
に
入
賞
し
た
方

④
各
種
大
会
で
県
記
録
を
更
新
し
た
方

推
薦
方
法

　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
表
彰
候
補
者
推
薦

書
、
大
会
要
項
、
成
績
が
証
明
で
き
る

資
料
を
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
半
田
市
体
育
協
会
加
盟
団
体
の

競
技
に
限
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
半
田
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
彰
式

◇
日
時　
平
成
31
年
2
月
9
日
㈯

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　
講
堂

問
合
わ
せ　
半
田
市
体
育
協
会

　
（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

㉒
1
1
8
4

半
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有

効
利
用
や
農
業
者
支
援
の
た
め
、
貸
出
し

可
能
な
農
地
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

耕
作
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
農

地
や
遊
休
化
し
て
い
る
農
地
、
貸
出
し
相

手
か
ら
耕
作
の
継
続
を
断
ら
れ
た
農
地
な

ど
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
貸
出
し
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
で
耕
作
し
て

い
る
農
業
者
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

対
象
の
農
地
（
全
て
の
条
件
を
満
た
す
）

◇
1
か
所
で
9
0
0
㎡
以
上
ま
と
ま
って
い
る

◇
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
大
型
農
機
具
が
進

入
可
能

◇
所
在
が
半
田
市
内

相
談
ま
で
に
確
認
し
て
ほ
し
い
こ
と

◇
農
地
の
所
在
地
番

◇
現
在
の
耕
作
者
お
よ
び
耕
作
状
況

◇
給
水
・
排
水
の
方
法

◇
共
有
者
及
び
相
続
人
（
農
地
が
共
有
・

相
続
手
続
未
了
の
場
合
）

◇
貸
付
け
開
始
が
可
能
な
時
期
・
条
件

※
全
て
把
握
で
き
て
い
る
場
合
は
電
話
で

の
相
談
が
可
能
で
す
が
、
所
在
地
番
な

ど
重
要
な
項
目
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

来
庁
で
の
相
談
（
要
事
前
予
約
）
を
お

勧
め
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
わ
せ

　
半
田
市
農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）

　

84
0
6
3
7

教
育
委
員
会
表
彰
に
つ
い
て

体
育
協
会
表
彰



地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
設
置・

運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

「
裁
判
員
候
補
者
名
簿

記
載
通
知
」に
つ
い
て

11
月
10
日
〜
16
日
は

「
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間
」で
す

か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し
ょ
う

平
成
３０
年

年
末
調
整・青
色
決
算
説
明
会
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「
半
田
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
行

う
た
め
、
次
の
施
設
の
設
置
・
運
営
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
に
つ
い
て
は
、

随
時
相
談
受
付
と
し
ま
す
の
で
、
高
齢
介

護
課
ま
で
直
接
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
施
設

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
ま
た
は

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
②
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護

　
施
設
数
：
各
1
施
設

施
設
開
設
予
定
日

　
平
成
32
年
4
月
1
日

公
募
日
程

◇
募
集
要
項
配
布
　

　
11
月
1
日
㈭
〜
12
月
21
日
㈮

◇
質
問
受
付
　
　
　

　
11
月
9
日
㈮
〜
11
月
30
日
㈮

◇
応
募
書
類
受
付
　

　
12
月
10
日
㈪
〜
12
月
21
日
㈮

◇
審
査
実
施
日　
平
成
31
年
2
月
（
予
定
）

◇
事
業
者
決
定
　
平
成
31
年
3
月
（
予
定
）

※
応
募
の
資
格
や
応
募
に
必
要
な
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ

　
高
齢
介
護
課　

84
0
6
4
9

日
常
的
な
診
療
や
健
康
管
理
な
ど
を
行

っ
て
く
れ
る
身
近
な
お
医
者
さ
ん
の
事
を

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

急
な
病
気
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
の
こ
と
、

医
学
や
医
療
の
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
些
細
な

こ
と
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ

け
医
」
（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
）
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
健
康
状
態
、
持
病
な
ど
包
み
隠

さ
ず
話
し
合
え
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

持
つ
こ
と
が
健
康
で
幸
せ
な
生
活
の
第
一

歩
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
の
メ
リ
ッ
ト

◇
大
き
な
病
院
に
比
べ
待
ち
時
間
が
短
く
、

受
診
の
手
続
き
も
簡
単
で
、
じ
っ
く
り

診
察
し
て
く
れ
る
。

◇
入
院
や
検
査
な
ど
が
必
要
な
場
合
、
適

切
な
病
院
・
診
療
科
を
指
示
、
紹
介
し

て
く
れ
る
。

◇
家
族
の
病
状
・
病
歴
、
健
康
状
態
を
把

握
し
て
い
る
の
で
、
も
し
も
の
時
に
素

早
い
対
応
を
し
て
く
れ
る
。

◇
生
活
習
慣
の
改
善
、
日
常
の
健
康
管
理

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
。

※
精
密
検
査
や
専
門
的
な
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
も
、
最
初
に
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
適
切
な
病
院

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー　

84
０
６
４
６

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
飲
み
方
に
よ
っ
て
は

人
の
体
に
様
々
な
疾
病
を
も
た
ら
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
や
自
殺
、
未
成
年
者
の
飲
酒

な
ど
、
社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。
お
酒
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
県
断
酒
連
合
会

　
知
多
南
部
断
酒
会　
若
山
勝
利

　

73
0
0
5
5

年
末
調
整
説
明
会

日
時
　
11
月
20
日
㈫

◇
法
人
向
け　
10
時
〜
11
時
50
分

◇
個
人
向
け　
13
時
15
分
〜
15
時
5
分

場
所

　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　
講
堂
（
1
階
）

　
（
半
田
市
東
洋
町
1
│
8
）　

青
色
決
算
説
明
会

日
時
　
11
月
28
日
㈬

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所

　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　
小
ホ
ー
ル
（
2
階
）

※
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
、
駐
車
場
北

側
の
蔵
の
ま
ち
東
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
わ
せ

　
半
田
税
務
署　

㉑
3
1
4
1

裁
判
員
制
度
は
平
成
21
年
5
月
21
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
平
成

31
年
（
2
0
1
9
年
）
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年
11
月

中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知

「
名
簿
記
載
通
知
」
が
最
高
裁
判
所
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
来
年
2
月
頃
か
ら
の
約

1
年
間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

裁
判
員
と
し
て
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、
予
め
心
づ
も

り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

な
お
、
通
知
が
届
い
た
段
階
で
は
、
す

ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
別

途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
名
古
屋
地
方
裁
判
所
裁
判
員
係

　

0
5
2
│
2
0
3
│
8
9
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
や
ま
か
つ
と
し
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人生最期までこのまちで暮らす ～地域包括ケアシステムを知る～シリーズ

第41回

【問合わせ】 高齢介護課　84-0644

　半田市には、介護保険制度にはない在宅生活を支援する高齢者福祉サービスがあります。
　今回は福祉サービスの中でも介護認定を受けている方やその家族を対象としたものを紹介します。
　対象者の要件についてご質問等ある場合は高齢介護課まで問合わせください。

介護認定を受けている方を対象とした福祉サービス

※「市民税非課税世帯」とは、本人だけでなく世帯全員の方が市民税課税ではない世帯のことです。

タクシー料金の一部を助成します

在宅で高齢者を介護する家族の経済的負担を軽減します

ねたきり高齢者の理髪料金の一部を助成します

寝具の衛生管理が困難な高齢者を支援します

申請方法　申請書は高齢介護課または市のホームページにあります。

対象者 ６５歳以上の方で、介助なしでは外出することが困難な市民税非課税世帯（※）の方
（一定の基準に該当する必要があります。）

対象者 在宅でねたきりのため、理髪店に出向くことが困難な６５歳以上の方で、要介護４・５の
認定を受けている方またはこれに準ずる状態である方

内　容 紙おむつ、尿とりパット、使い捨て手袋、清拭剤、ドライシャンプーを市指定の店舗で購
入できるクーポン券を１か月あたり４枚（１枚１，０００円）交付します。

内　容 市指定の理髪店にて利用できるサービス券（年４回出張費を補助）を交付します。
◇１回につき自己負担４，０００円。

対象者

下記のすべての要件に該当する方
・要介護者・介護者ともに半田市在住の方
・介護者が要介護者と同一世帯または親族の方
・要介護者及び介護者が市民税非課税世帯（※）の方
・要介護者が要介護３以上の認定を受けている方
・要介護者が在宅で生活している方

対象者

６５歳以上の方で構成される世帯の方で、自ら寝具の衛生管理を行うことが困難で十分
な援助が得られない方のうち、世帯全員の方が次のいずれかに該当する方
・要介護認定１以上の方
・身体障がい者手帳１級または２級所持者のうち肢体不自由の方

内　容
市指定のタクシー会社を利用した場合に運賃を一部助成します。年間２４回分の利用券
を交付します。
◇介護保険の要介護認定４・５の方は、２４回利用後に２４回分の利用券を追加交付します。

内　容
市が指定した年４回のうち、１人年２回を限度に、利用者宅へクリーニングする寝具（掛
布団・敷布団・毛布）の回収及び返却に伺います。利用料は無料。
◇羽毛布団、純毛毛布のクリーニングはできません。



宝
く
じ
助
成
で
区
民
館
空
調

設
備
を
整
備
し
ま
し
た

秋
の
火
災
予
防
運
動

「
忘
れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

都
市
計
画
の
変
更（
案
）の
縦
覧
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半
田
北
区
は
、
宝
く
じ
の
普
及
及
び
広

報
を
目
的
と
し
た
（
一
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

を
活
用
し
て
、
第
2
区
民
館
の
空
調
設
備

を
整
備
し
ま
し
た
。

◇
助
成
金
額　
2
1
0
万
円

◇
助
成
内
容

　
北
区
第
2
区
民
館
空
調
設
備
の
整
備

問
合
わ
せ

　
市
民
協
働
課　
　

84
0
6
0
9

愛
知
県
で
は
、
様
々
な
社
会
経
済
情
勢

等
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

の
改
定
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
都
市
計
画
の
見
直
し
に
係
る
変
更

案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
、

知
多
都
市
計
画
用
途
地
域
お
よ
び
生
産
緑

期
間
　
11
月
9
日
㈮
〜
11
月
15
日
㈭

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す

い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
防
火
・
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
秋
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
火
災
は
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
切
な
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る
【
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の

対
策
】

「
3
つ
の
習
慣
」

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

②
燃
え
や
す
い
も
の
を
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば

に
置
か
な
い
。

③
調
理
器
具
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

「
4
つ
の
対
策
」

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
発
生

に
す
ば
や
く
反
応
し
、
大
き
な
音
や
音
声

で
居
住
者
に
火
災
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

平
成
29
年
11
月
に
実
施
し
た
知
多
中
部

管
内
の
設
置
率
調
査
で
は
、
約
81
％
の
世

帯
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

ま
だ
設
置
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
家

族
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
急
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
さ
れ
て
い
る
方
も
、

き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
、
定
期
的
に

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
作
動
確
認
方
法

ボ
タ
ン
を
押
す
、
又
は
ひ
も
を
引
い
て

作
動
確
認
を
す
る
。
音
が
鳴
ら
な
い
場

合
電
池
切
れ
か
機
器
本
体
の
故
障
で
す
。

〇
機
器
本
体
の
寿
命

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
本
体
は
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
わ
せ

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部　

予
防
課　

㉑
1
4
9
1

地
地
区
の
変
更
案
に
つ
い
て
の
縦
覧
も
行

い
ま
す
。
こ
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
方
は
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
、
都
市
計
画
の
変
更
（
案
）
①
、
②
、

③
は
愛
知
県
宛
て
、
④
、
⑤
は
半
田
市
宛

て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
期
間

　
11
月
13
日
㈫
〜
11
月
27
日
㈫

　
（
土
日
祝
を
除
く
）

縦
覧
場
所

愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課
（
④
、
⑤

を
除
く
）

半
田
市
建
設
部
都
市
計
画
課
（
た
だ
し
、

半
田
市
以
外
の
土
地
に
お
け
る
都
市
計
画

の
変
更
内
容
の
詳
細
は
該
当
市
町
村
に
お

い
て
縦
覧
可
能
）

都
市
計
画
の
変
更
（
案
）

①
知
多
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
（
愛
知
県
決
定
）

②
知
多
都
市
計
画
区
域
区
分
（
愛
知
県
決

定
）

③
知
多
都
市
計
画
臨
港
地
区
（
愛
知
県
決

定
）

④
知
多
都
市
計
画
用
途
地
域
（
半
田
市
決

定
）

⑤
知
多
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
（
半
田

市
決
定
）

問
合
わ
せ

　
愛
知
県
都
市
計
画
課

　


0
5
2
│
9
5
4
│
6
5
1
5

　
都
市
計
画
課　

84
0
6
6
4



催
　
し

半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

秋
の
収
穫
祭

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

知
多
中
部
広
域
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
防
火
作
品
展

半
田
市・徐
州
市

児
童
書
画
作
品
展

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
学
園
地
域
講
演
会

あ
い
ぷ
ら
ｔｈｅ
シ
ネ
マ

２
０
１
８
冬

「
Ｌ
Ａ 

Ｌ
Ａ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」

ラ

 

ラ

 

ラ

ン

ド

広告
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催
し

募
集

講
座
な
ど

野
菜
、
く
だ
も
の
、
海
産
物
の

販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。
レ
ン
ガ
窯
で
の
焼
き
芋

体
験
も
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
3
日
㈷
・
4
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
16
時

場
所　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

焼
き
芋
体
験

◇
時
間　
10
時
〜
、
13
時
〜
、

　
　
　
　
15
時
〜

◇
定
員　
各
時
間
10
名
（
先
着
順
）

◇
参
加
費　
3
0
0
円

◇
申
込
み　
不
要

問
合
わ
せ

　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

　

㉔
7
0
3
1

２
０
１
６
年
公
開
デ
イ
ミ
ア
ン
・

チ
ャ
ゼ
ル
監
督
に
よ
る
、
観
る
も

の
全
て
が
恋
に
落
ち
る
極
上
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
作
品
で
す
。

防
火
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
習

字
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
11
月
9
日
㈮
〜
25
日
㈰

場
所　
博
物
館　
2
階

問
合
わ
せ　
博
物
館

　
　
　
　
　


㉓
7
1
7
3

市
と
姉
妹
友
好
都
市
で
あ
る
徐

州
市
（
中
国
）
の
児
童
に
よ
る
書

画
・
絵
画
作
品
の
展
示
を
行
い
ま

す
。

期
間

　
11
月
17
日
㈯
〜
12
月
2
日
㈰

場
所　
博
物
館

　
　
　
特
別
展
示
室
（
2
階
）

問
合
わ
せ　
博
物
館

　
　
　
　
　

㉓
7
1
7
3

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
の
子
ど
も

た
ち
の
「
困
難
さ
」
を
体
験
し
、

声
か
け
の
仕
方
や
サ
ポ
ー
ト
方
法

な
ど
具
体
的
な
支
援
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

日
時　
12
月
8
日
㈯

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
市
役
所　

　
　
　
大
会
議
室
（
4
階
）

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

定
員　
80
名

内
容　
「
発
達
障
が
い
の
支
援
に

必
要
な
こ
と
〜
Ｌ
Ｄ
の
疑
似
体

験
〜
」

講
師　
吉
田 

優
英 

氏
（
デ
ィ
ス

レ
ク
シ
ア
協
会
）

受
講
料　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
26
日

㈪
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
学
園
へ

　

□FAX 

㉑
6
0
4
9

　
Ｅ
メ
ー
ル　

tsukushi@
city. 

handa.lg.jp

日
時　
12
月
22
日
㈯

　
　
　
14
時
〜
（
13
時
30
分
開
場
）

※
字
幕
付
き
上
映
で
す
。

場
所　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　
講
堂

入
場
料　

◇
当
日　
7
0
0
円

◇
前
売　
5
0
0
円（
電
話
予
約
可
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　
ア
イ
プ
ラ
ザ

半
田
、
知
多
半
田
駅
前
観
光
案

内
所
（
ク
ラ
シ
テ
ィ
1
階
）

問
合
わ
せ　
半
田
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　


32
3
2
6
4

11
〜
12
月
の
テ
ー
マ
は
「
あ
き

の
せ
い
ざ
」
で
す
。
参
加
す
る
と

も
ら
え
る
シ
ー
ル
を
毎
月
集
め
る

と
、
メ
ダ
ル
や
缶
バ
ッ
チ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
毎
週
日
曜
日

　
　
　
11
時
〜
（
約
40
分
）

※
第
3
日
曜
日
は
、
リ
ト
ミ
ッ
ク

が
あ
り
ま
す
。

場
所　
半
田
空
の
科
学
館

対
象　
未
就
学
児
の
親
子

参
加
費　
大
人
3
0
0
円
、

　
　
　
　
3
歳
以
上
1
0
0
円

申
込
み　
不
要

問
合
わ
せ　
半
田
空
の
科
学
館

　
　
　
　
　

㉓
7
1
7
5

　
　
　
　
　
　

よ
し
だ　
　
や
す
え



催
　
し

募
　
集

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

登
録
者
募
集

平
成
３１
年
度
生
涯
学
習

講
座
企
画
募
集

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

相
　
談

発
達
支
援
相
談「
あ
ゆ
み
」
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認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
の
交
流
会
で
す
。
今
回

は
ア
ロ
マ
を
取
り
入
れ
た
講
座
と

あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
7
日
㈮

　
　
　
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
役
所

　
　
　
会
議
室
3
0
3
（
3
階
）

対
象  

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

テ
ー
マ
　
「
ア
ロ
マ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
〜
好
き
な
香
り
で
ハ
ン
ド

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
〜
」

講
師
　
杉
山 

尚
子 

氏
（
Ｊ
Ａ
Ａ

ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

参
加
費
　
1
0
0
円

申
込
み
　
不
要

問
合
わ
せ　
高
齢
介
護
課

　
　
　
　
　


84
0
6
4
4

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
は
、

市
民
か
ら
講
座
の
依
頼
を
受
け
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て

活
躍
で
き
る
制
度
で
す
。
学
校
や

保
育
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

様
々
な
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
今
年
度
の
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
リ
ス
ト
を
参
考

に
し
て
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

登
録
内
容
　
芸
術
、
食
文
化
、
歴

史
、
文
芸
、
音
楽
、
環
境
、
自

然
、
福
祉
、
国
際
交
流
、
教
育
、

子
育
て
、
健
康
な
ど

登
録
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
て
、

登
録
の
説
明
を
受
け
た
後
、
登

録
用
紙
を
記
入
し
提
出

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
6
日

㈭
ま
で
に
、
直
接
生
涯
学
習
課

（
雁
宿
ホ
ー
ル
）
へ

　

㉓
7
3
4
1

平
成
31
年
度
に
開
設
す
る
企
画

講
座
を
募
集
し
ま
す
。
講
座
で
は
、

学
び
た
い
人
が
学
べ
る
環
境
の
更

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

対
象

①
半
田
市
教
育
委
員
会
主
催
講
座

と
し
て
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

方
②
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
登
録
者

募
集
数

◇
前
期
（
5
〜
9
月
開
催
）

　
10
講
座

◇
後
期
（
11
〜
3
月
開
催
）

　
10
講
座

◇
夏
休
み
特
別

　
（
7
月
下
旬
〜
8
月
開
催
）　

5
講
座

講
座
内
容

◇
対
象

原
則
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講

座
（
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
）

◇
講
座
回
数
　
1
〜
7
回

◇
講
座
時
間
　
1
回
90
〜
1
2
0
分

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直

接
生
涯
学
習
課
へ

　


㉓
7
3
4
1

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ま
な
び
と
ゼ
ミ
で
検
索
）
ま

情 報 コ ー ナ ー

▲ゲストティーチャー
　登録者募集

▲まなびとゼミ

た
は
生
涯
学
習
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

お
子
さ
ん
の
発
達
の
心
配
や
悩

み
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
、
保

健
師
や
相
談
支
援
専
門
員
な
ど
が

適
切
な
対
応
方
法
や
専
門
機
関
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象市

内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童

と
そ
の
保
護
者

相
談
受
付
日

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
9
時
〜
17

時
（
水
曜
日
は
19
時
ま
で
、
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

相
談
方
法

　
面
談
形
式
（
予
約
制
）

申
込
み
・
問
合
わ
せ

電
話
で
発
達
支
援
相
談
「
あ
ゆ

み
」
へ

　

㉑
6
0
7
7

　
　
　
　
　
　
す
ぎ
や
ま　

な
お
こ



乳
幼
児
等
保
護
者
向
け
講
座

「
怒
ら
な
い 

た
た
か
な
い

子
育
て
し
ま
せ
ん
か
」

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

医
師
に
よ
る

が
ん
予
防
講
座

国
保
健
康
講
座

「
糖
尿
病
発
症

予
防
講
座
」

講
習・講
座

はんだ市報　2018.11.115

情 報 コ ー ナ ー

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

医
師
が
、
が
ん
予
防
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
6
日
㈭

　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
〜
）

場
所
　
市
役
所

　
　
　
大
会
議
室
（
4
階
）

定
員
　
1
0
0
名
（
先
着
順
）

講
師
　
新
美 

親
紀 

氏
（
中
町
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
5
日

㈪
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

　

84
0
6
4
6

※
は
ん
だ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
対

象
講
座
で
す
。

糖
尿
病
は
血
液
中
の
糖
が
増
え

す
ぎ
て
、
全
身
に
影
響
を
与
え
る

病
気
で
す
。
高
血
糖
状
態
が
続
く

こ
と
で
血
管
を
は
じ
め
と
す
る
臓

器
が
侵
さ
れ
、
重
大
な
合
併
症
に

繋
が
り
ま
す
。
予
防
法
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

知
識
編
〜
医
師
に
よ
る
糖
尿
病
予

防
講
座
〜

◇
日
時　
12
月
17
日
㈪

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
〜
）

◇
場
所　
市
役
所

　
　
　
　
大
会
議
室
（
4
階
）

◇
対
象　
糖
尿
病
予
防
に
関
心
の

あ
る
方

◇
定
員　
1
0
0
名
（
先
着
順
）

◇
内
容　
病
気
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

　
　
　
　
糖
尿
病
っ
て
な
に
？

◇
講
師　
茶
谷 
貞
男 
氏
（
糖
尿

病
専
門
医
）

実
践
編
〜
食
生
活
・
運
動
〜

◇
第
1
コ
ー
ス
日
時

・
食
生
活
講
座

　
12
月
18
日
㈫

　
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

・
運
動
講
座

　
平
成
31
年
1
月
18
日
㈮

　
9
時
45
分
〜
11
時
10
分

◇
第
2
コ
ー
ス
日
時

・
食
生
活
講
座

　
平
成
31
年
1
月
8
日
㈫

　
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

・
運
動
講
座

　
平
成
31
年
1
月
25
日
㈮

　
9
時
45
分
〜
11
時
10
分

◇
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
対
象　
健
診
で
Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
値

が
5.8
〜
6.4
％
の
方

◇
定
員　
各
コ
ー
ス
30
名（
先
着
順
）

※
半
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

及
び
そ
の
家
族
を
優
先
し
ま
す
。

◇
内
容
・
講
師

・
食
生
活
講
座

　
今
か
ら
で
き
る
食
生
活
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
（
講
話
と
試
食
）

　
岡
本 

和
代 

氏
・
竹
内 

里
美 

氏
・
山
田 

珠
美 

氏
（
管
理
栄

養
士
）
、
試
食
作
成
は
食
生
活

改
善
推
進
員

・
運
動
講
座

　
今
か
ら
始
め
る
運
動
習
慣
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト

　
佐
藤 

久
子 

氏
（
運
動
指
導
者
）

※
血
圧
測
定
・
体
組
成
測
定
（
食

生
活
講
座
の
み
）
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
希
望
者
に
栄
養
相
談
を

行
い
ま
す
。

受
講
料　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
1
日

㈭
か
ら
、
知
識
編
・
実
践
編
第

1
コ
ー
ス
は
12
月
10
日
㈪
、
実

践
編
第
2
コ
ー
ス
は
平
成
31
年

1
月
4
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

国
保
年
金
課
へ

　

84
0
6
6
2

※
は
ん
だ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
対

象
講
座
で
す
。

「
何
回
言
え
ば
わ
か
る
の
？
」

「
ほ
め
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら
な

い
」
「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
鳴
っ
ち

ゃ
う
」
な
ど
、
子
ど
も
の
行
動
へ

の
対
応
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

怒
ら
な
く
て
も
叩
か
な
く
て
も
、

し
つ
け
は
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の

自
信
、
自
尊
心
を
奪
わ
な
い
「
肯

定
的
な
し
つ
け
」
の
具
体
的
な
方

法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

①
12
月
4
日
㈫

　
10
時
〜
12
時

　
成
岩
児
童
セ
ン
タ
ー

②
平
成
31
年
2
月
2
日
㈯

　
10
時
〜
12
時

　
市
役
所　
大
会
議
室
（
4
階
）

※
①
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

対
象市

内
在
住
の
方
（
特
に
未
就
学

児
の
い
る
保
護
者
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方
）

講
師
　
競 

朗
子 

氏

（
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）

受
講
料
　
無
料

託
児
（
要
申
込
）

◇
対
象　
6
か
月
以
上
の
子

◇
託
児
料　
5
0
0
円

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
①
11
月
20

日
㈫
、
②
平
成
31
年
1
月
18
日

㈮
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
課
へ

　

84
0
6
5
7

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
や
ご
本
人
へ
の
よ
り
良
い

対
応
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
29
日
㈭

　
　
　
14
時
〜
16
時

場
所
　
半
田
保
健
所

対
象
　
半
田
市
及
び
知
多
半
島
の

5
町
在
住
で
、
ひ
き
こ
も
り
の

方
を
支
え
る
ご
家
族

内
容
　
講
演
「
ひ
き
こ
も
る
人
へ

の
理
解
と
支
援
」
、
座
談
会

講
師
　
水
野 

信
義 

氏
（
診
療
ク

リ
ニッ
ク・パ
テ
ィ
オ
ち
た
院
長
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
22
日

㈭
ま
で
に
、
半
田
保
健
所
健
康

支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ

ル
ー
プ
へ

　

㉑
3
3
4
1

　
　
　
　
　
　

に
い
み　

ち
か
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ゃ
や　
　
さ
だ
お

　
　
お
か
も
と　
　
か
ず
よ　
　
　
　
　
　
た
け
う
ち　

さ
と
み

　
　
　
　
　
　

や
ま
だ　
　
た
ま
み

　
　

さ
と
う　
　
ひ
さ
こ

　
　
　
　
　
　

み
ず
の　

の
ぶ
よ
し

　
　
　
　
　

き
そ
い　
あ
き
こ



博
物
館
講
座

「
て
ん
こ
く
」

身
近
な
防
犯
講
座

書
道
の
な
ら
わ
し

干
支
人
形
を
塗
ろ
う

講
習・講
座

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

え
　
　
と
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普
段
の
生
活
に
潜
む
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
講
義
や
護

身
術
な
ど
の
実
技
を
学
び
ま
す
。

日
時
　
11
月
19
日
㈪

　
　
　
10
時
〜
11
時

場
所
　
青
山
記
念
武
道
館

　
　
　
第
2
会
議
室

定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

講
師
　
警
察
官
Ｏ
Ｂ

受
講
料
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
1
日

㈭
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
青
山
記
念
武
道
館
へ

　

㉔
0
6
6
6

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ミ
ニ
テ
ニ
ス
で
一
緒
に
体
を
動

か
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
5
日
・
19
日
、
平
成

31
年
1
月
16
日
、
2
月
6
日
・

20
日
の
全
て
水
曜
日
（
全
5
回
）

　
19
時
30
分
〜
21
時

情 報 コ ー ナ ー

場
所
　
青
山
中
学
校　
体
育
館

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
小
学
4
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
と
参
加

定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
1
日

㈭
〜
16
日
㈮
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー

ツ
課
（
市
役
所
内
）
へ

　

㉒
1
1
8
4
□FAX 

㉔
0
4
8
8

　

Ｅ
メ
ー
ル　

sports@
city. 

handa.lg.jp

来
年
の
干
支
（
亥
）
の
人
形
に

色
を
塗
り
ま
す
。
乙
川
で
作
ら
れ

て
い
る
素
朴
な
土
人
形
を
使
い
ま

す
。

日
時
　
12
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰

◇
午
前
の
部　
10
時
30
分
〜
12
時

◇
午
後
の
部　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
博
物
館

　
　
　
体
験
学
習
室
（
2
階
）

対
象
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

定
員
　
各
回
24
名
（
先
着
順
）

※
1
件
の
申
込
み
は
5
名
ま
で
。

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
代
込
）

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
10
日

㈯
9
時
30
分
か
ら
、
電
話
で
新

美
南
吉
記
念
館
へ

　

㉖
4
8
8
8

※
例
年
、
南
吉
記
念
館
で
行
っ
て

い
る
行
事
で
す
が
、
11
月
12
日

㈪
〜
12
月
21
日
㈮
ま
で
空
調
設

備
更
新
工
事
に
伴
い
臨
時
休
館

す
る
た
め
、
博
物
館
で
行
い
ま

す
。

※
休
館
期
間
中
も
、
月
曜
日
・
第

2
火
曜
日
以
外
は
、
南
吉
記
念

館
の
電
話
は
つ
な
が
り
ま
す
。

書
道
師
範
の
教
え
の
も
と
に
、

新
年
の
挨
拶
状
（
年
賀
状
）
を
書

き
ま
す
。

日
時
　
11
月
10
日
㈯

　
　
　
14
時
〜
16
時

場
所
　
青
山
記
念
武
道
館

　
　
　
第
2
会
議
室

対
象
　
20
歳
以
上
の
方

定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物  

書
道
道
具
（
小
筆
を
含

む
）
・
机
を
汚
さ
な
い
た
め
の

新
聞
紙

受
講
料
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
1
日

㈭
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
青
山
記
念
武
道
館
へ

　

㉔
0
6
6
6

年
賀
状
な
ど
に
押
す
名
前
の
印

鑑
を
彫
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
25
日
㈰

　
　
　
10
時
15
分
〜
12
時

場
所
　
博
物
館

　
　
　
第
1
会
議
室
（
2
階
）

定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

講
師
　
田
中 

修
文 

氏

　
　
　
（
日
展
作
家
）

持
ち
物　
彫
刻
刀
・
鉛
筆
・
油
性

マ
ジ
ッ
ク
（
赤
・
黒
）
・
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
朱
肉
・
消

し
ゴ
ム
・
手
鏡

参
加
費
　
5
0
0
円

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
8
日

㈭
か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
直

接
博
物
館
へ

　

㉓
7
1
7
3

http://www.boatrace-tokoname.jp

常滑市長杯～男女Ｗ優勝シリーズ～
レース名 開催日

第29回中日スポーツ銀杯争奪戦
11月2日（金）～11月7日（水）
11月10日（土）～11月13日（火）

４Ｋソリューションカップ争奪 第26回若鯱大賞
スポーツ報知杯争奪 第９回ビクトリーカップ

11月17日（土）～11月20日（火）
11月23日（祝）～11月26日（月）

開 催 日 程

※半田市では常滑競艇場で年24日間のレースを開催し、その収益を事務事業の財源とし
て活用しています。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う
ぶ
ん



救
命
講
習

夢
に
挑
戦
め
ざ
せ
起
業
家

起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー

労
働
講
座「
会
社
を
強
く
す
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」

はんだ市報　2018.11.117

情 報 コ ー ナ ー

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

知
多
半
島
5
市
5
町
の
商
工
会

議
所
・
商
工
会
が
連
携
し
、
次
代

を
担
う
起
業
家
を
は
ぐ
く
む
た
め
、

起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
創
業

支
援
事
業
計
画
の
特
定
創
業
支
援

事
業
に
該
当
し
ま
す
。

立
志
編

◇
日
時　
12
月
1
日
㈯

　
　
　
　
9
時
30
分
〜
17
時

◇
対
象　
開
業
を
目
指
す
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
学
生

な
ど

◇
定
員　
40
名
（
先
着
順
）

◇
内
容　
起
業
家
の
心
構
え
と
基

礎
知
識
な
ど

◇
受
講
料　
1
，0
0
0
円

実
践
編
（
全
3
回
）

◇
日
時　
12
月
8
日
㈯
・
15
日
㈯
・

22
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
17
時

◇
対
象　
立
志
編
受
講
者
及
び
こ

れ
ま
で
に
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
や

創
業
塾
な
ど
を
受
講
さ
れ
創
業

意
欲
の
あ
る
方
、
創
業
間
も
な

い
方
、
開
業
後
5
年
未
満
の
方

な
ど

◇
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

◇
内
容　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
、

起
業
準
備
・
ド
リ
ー
ム
計
画
の

作
成
な
ど

◇
受
講
料　
3
，0
0
0
円

場
所
　
半
田
商
工
会
議
所

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
26
日

㈪
ま
で
に
、
半
田
商
工
会
議
所

へ　

㉑
0
3
1
1

日
時
　
12
月
3
日
㈪

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
40
分

場
所
　
知
多
総
合
庁
舎

　
　
　
大
会
議
室
（
3
階
）

定
員
　
50
名
（
先
着
順
）

内
容

◇
第
1
部　
「
会
社
を
強
く
す
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」

◇
第
2
部　
「
シ
ニ
ア
社
員
が
活

躍
す
る
人
事
・
労
務
管
理
」

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
11
月
22
日

㈭
ま
で
に
、
知
多
県
民
セ
ン
タ

ー
産
業
労
働
課
へ

　

㉑
8
1
1
1（
内
線
3
5
6
）▲労働講座

定員（先着順）講座名 日時 内容場所

心肺蘇生法（主に成
人を対象）・ＡＥＤ・そ
の他

半田消防署
北部出張所

１１月１８日（日）
９時～１２時 ２０名 半田消防署北部出張所

２８-５１１９普通救命
講習Ⅰ 阿久比町

中央公民館
１２月８日（土）
９時～１２時 ２０名 半田消防署阿久比支署

　０５６９-４７-０１１９
心肺蘇生法（主に小
児、乳児、新生児を
対象）・ＡＥＤ・その他

半田消防署
成岩出張所

１１月２５日（日）
１３時３０分～
１６時３０分

２０名 半田消防署成岩出張所
２４-０１１９

普通救命
講習Ⅲ

申込み・問合わせ

※年度計画及び詳細は、消防ホームページ（http://www.cac-net.ne.jp/~chitachu/）で確認してください。

ご寄付ありがとうございます
寄付者（寄付日順） 寄付の趣旨・目的 金額・物品など

半田信用金庫 理事長 本美 勝久 様 第３０回新美南吉童話賞開催への寄付金として １００，０００円

知多信用金庫 理事長 齋藤 健一 様 第３０回新美南吉童話賞開催への寄付金として １００，０００円

ユニー㈱ピアゴ半田店 様 環境保全に役立てるため １１０，８１４円

ユニー㈱ピアゴラフーズコア半田清城店 様 環境保全に役立てるため ６１，５３５円

池野 万智 様 新美南吉文学の顕彰のため（ふるさと納税） １５，０００円

森 智弘 様 半田病院に役立てるため（ふるさと納税） １１０，０００円

㈱コーリツ 様 災害用備蓄食糧として 保存水 １００２本、保存食 １０００食

高橋 伸夫 様 文化財の保存・継承のため（ふるさと納税） １２，０００円

岩田 修一 様 緑化事業推進のため（ふるさと納税） ５０，０００円

成田 貞子 様 半田病院に役立てるため（ふるさと納税） ２５０，０００円

小池 忠士 様 半田赤レンガ建物の有効活用のため（ふるさと納税）１２，０００円

日本ガイシ㈱ 知多事業所 様 環境保全に役立てるため １８６，０００円

大橋 啓之 様 子育て支援に役立てるため（ふるさと納税） １０，０００円

杉田 市朗 様 半田病院に役立てるため（ふるさと納税） １，０００，０００円
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病
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け
ま
し
た
か

そ
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他
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9
月
下
旬
、
歯
周
病
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
へ
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
ま
し
た
。

対
象
は
平
成
30
年
4
月
1
日
現

在
で
、
30
、
35
、
40
、
45
、
50
、

55
、
60
、
65
、
70
歳
の
方
で
す
。

無
料
受
診
券
は
5
月
下
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
実
施
期
間
は
12
月

28
日
ま
で
で
す
の
で
、
ま
だ
受
診

さ
れ
て
な
い
方
は
、
歯
周
病
の
チ

ェ
ッ
ク
と
歯
み
が
き
の
コ
ツ
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
実
施
歯
科
医
院

に
予
約
を
し
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
対
象
の
方
の
無
料
受
診
は
、
本

年
度
1
回
の
み
で
す
。

問
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

84
0
6
4
6

情 報 コ ー ナ ー

ヨガと手芸サークルの参加者募集
　手芸好きな方が集まり、活動しています。腰痛予防、
健康増進のためヨガも行っています。片方のみの参
加も可能です。
日時　毎月第１・３木曜日
◇ヨガ　１１時３０分～１２時３０分
◇手芸　１３時～１６時
場所　岩滑公民館　　会費　ヨガのみ１回１，０００円
問合わせ　手芸サークル「びっくり箱」
◇ヨガ　０９０-３９５８-２６３７（新美）
◇手芸　０８０-１５５７-２３６８（山田）

家事と家計の講習会
日時　１１月１８日（日）　１０時～１１時３０分
場所　市民交流センター（クラシティ３階）
対象　どなたでも
内容　安心してお金が使える予算生活、家計簿は引
き算で、夢をかなえるライフプラン

参加費　３００円（資料代込）
※託児あります。ご相談ください。
申込み・問合わせ　知多友の会（澤田）
　　　　　　　　 ０５６２-３４-１８０３

趣味と健康の一助に詩吟をどうぞ
　詩吟は先人の名詩を腹式呼吸で発声することから、
心と体にとても良いです。ご参加お待ちしています。
日時　１１月６日、１３日、２０日、２７日の全て火曜日
　　　１４時～１６時
場所　上池公民館　第１会議室
対象　どなたでも　　定員　１０名（先着順）
参加費　５００円（４回分）
申込み・問合わせ　天真流半田吟詠会（伊東）
　　　　　　　　 ０８０-１５５４-６４４７

半田混声合唱団第５１回定期演奏会
日時　１１月１８日（日）　１４時開演（１３時３０分開場）
場所　アイプラザ半田　講堂
内容　混声合唱「海の詩」、「ホームソングメドレー」、
「花に寄せて」
入場料　前売券７００円　当日券８００円
前売券販売所　アイプラザ半田、山本楽器、アピタ阿
久比店

問合わせ　半田混声合唱団（小栗）　２９-２３５９

イベント・講座情報募集中!!
受付期間　平成３１年新年号・・・１１月５日（月）～１１月１９日（月）

平成３１年１月１５日号・・・１１月１９日（月）～１２月３日（月）
平成３１年２月１日号・・・１２月５日（水）～１２月１９日（水）

受付件数　各号８件（先着順）
申込方法　掲載申請書を企画課へ（ＦＡＸ・Ｅメール可）
※掲載には条件があります。詳しくは、市ホームページ（みんなの
ひろばで検索）をご覧ください。

［問合わせ］ 建築課　８４-０６７０

抽選

棟号室
（間取り）

住宅名
(管理開始年) 家　賃（円）

市営住宅空家入居者募集

★２ＤＫの住宅は単身者向けです。
※上記以外に先着順募集を行っており、常時申込み可能な部屋が
あります。先着順募集の住宅では、３ＤＫ（３Ｋ）の部屋に単身での
入居が可能になりました。（一定の条件があります。）詳しくはホ
ームページまたは建築課窓口でご確認ください。

受付期間 11月1日（木）～11月15日(木）

７－４０１
（３ＤＫ） １８，４００円～３６，１００円緑ヶ丘

（昭和６１年）

１1－404
（３ＤＫ） ２0，8００円～４0，8００円緑ヶ丘

（平成5年）

Ｃ－２０６
（３Ｋ） １１，７００円～２３，０００円長根西

（昭和５0年）

４－３０１
（３ＤＫ） １９，９００円～３９，０００円宮本

（昭和５９年）

３－401
（２ＤK） １８，８００円～３７，０００円君ケ橋

（平成1４年）

表紙のことばFront
cover

み ん な ひ ろ ばの

　２歳児ピカピカ歯科健診につい
て、平成２９年１月～３月生まれの
お子さんの１歳６か月児健診でお
渡しした用紙の日程に誤りがあり
ました。お詫びして訂正します。

（誤） ４月１１日（木）
（正） ４月１２日（金）

問合わせ　
　保健センター　８４-０６４６

お詫びと訂正

　表紙は、半田運河で行われたイ
ベント「HOTORI brunch」です。
朝市のほか、飲食やワークショッ
プの出店もありました。今年はあ
と３回の開催が予定されて
いるので、気になった方は
右記よりHOTORIのフェ
イスブックをご覧ください。



鳴子踊りを通じて老若男女問わず“楽しむ！”
をテーマに、半田市を拠点に活動している「は
んだ踊りん！チーム“ＧＯＮ”」が、半田らしさを
感じられる新作「HanDa☆BEAT（はんだ☆ビ
ート）」で、参加型の踊りづくりに取り組んでい
ます。
これは、地域の高齢者施設などの方に、一
緒に踊って楽しんでもらいたいとの思いから、
作曲者などの指導を受けながら、メンバーが
一丸となって曲作りから振付まで携わり完成
させたものです。

歌詞には“我がまち半田”を感じられる地名や風景、新美南吉童話の世界
などが登場し、カブトビールを飲む姿や、ごんぎつねが飛び跳ねている様
子などが随所に盛り込まれた振付になっています。
９月２３日（祝）には、老人保健施設ゆうゆうの里で開催された「ゆうゆう
祭り」でHanDa☆BEATを初披露し、施設利用者やスタッフのみなさんが、
リズムに合わせて鳴子を鳴らしながら踊りをいっしょに楽しみました。
今後も引き続き、高齢者施設などで披露していき、

多くの市民のみなさんに親しまれる踊りになるよう
取り組まれるとのことです。
※この事業は、平成３０年度半田市市民活動助成金
対象事業です。

みんなで楽しむ鳴子踊り
新作「HanDa☆BEAT（はんだ☆ビート）」披露！

はんだ市報　2018.11.119

半田市では「みんなでいっしょに大作戦」を合言葉に、市民のみなさんと力を合わせて、
より住みやすいまちにしていくことを目指しています。
このコーナーでは、さまざまな取り組みをされている市民のみなさんの顔とともに、
その取り組みの様子をお届けします。

▲HanDa☆BEAT映像

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

日　　時　１１月２４日（土）　１４時～１６時
場　　所　市民交流センター（クラシティ３階）
対　　象　どなたでも
定　　員　８０名（先着順）
内　　容　ゲーゴルゲーム、ビンゴ輪投げゲーム
参 加 費　１００円
申 込 み　不要
問合わせ　しんしん半田サロン（間瀬）
　　　　　０８０-８２４０-６９１０
※この事業は、平成３０年度半田市市民活動助成金
　の交付を受けて実施するものです。

ゲーゴルゲーム大会ゲーゴルゲーム大会ゲーゴルゲーム大会
　ゲーゴルゲームとは
ゴルフや輪投げを組み
合わせたようなスポー
ツゲームで、介護予防
や認知症予防に考案
されたものです。体力
のあるなしに関係なく、
子どもから大人まで、
みんなで楽しみながら
参加できます。
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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
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を
採
用
し
て
い
ま
す
。 　

　
　

紙
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イ
ベ
ン
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」で
す
。朝
市
の
ほ
か
、飲

食
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
も

あ
り
ま
し
た
。秋
晴
れ
の
中
、半
田

運
河
の
美
し
い
光
景
の
中
で
く
つ

ろ
ぐ
人
や
走
り
回
る
子
ど
も
た
ち
。

な
ん
だ
か
ホ
ッ
コ
リ
す
る
時
間
で

し
た
。そ
ん
な
ホ
ッ
コ
リ
し
た
気
分

で
歩
い
て
い
る
と
、私
の
高
校
時
代

の
友
人
が
偶
然
出
店
し
て
い
て
ビ

ッ
ク
リ
。活
き
活
き
と
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
次
の
開
催
は
11

月
17
日
㈯
。み
な
さ
ん
も
運
河
に

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。素
敵
な
出
会
い
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

（
浅
野
）

ア ン ケ ー ト

Ｑ１ 今号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Ｑ２ 今号を読んだことがきっかけで行動したこと、または、したいことはありましたか。
Ｑ３ 市報で取り上げてほしい内容や企画、広報に関するご意見・ご感想などありましたらお聞かせください。

編
集
後
記

回答方法
住所、氏名、年齢、アンケート
を書いて、ご送付ください。

あ て 先
　〒４７５-8666
　東洋町２-１　企画課
　Ｅメール
　kouhou@city.handa.lg.jp

表

HOTORI
半田運河をたのしむ
プロジェクトフェイスブック

特別
企画 知多半島六蔵の日本酒と欧州料理の

マリアージュ

半 田 運 河 の 光る夜     /   ほ とり酒 場

　SAKABA
　半田運河のほとりで、「光」「お酒」「食」をテーマにした夜のイベントを開催します。
　光の演出により彩られた半田運河のほとりで、知多半島でつくられた酒蔵・醸造所自慢の各種のお酒をお楽しみ
ください。
　半六庭園や半田運河沿いでのライトアップや、提灯・和傘を使った光の演出、障子マッピングと、Canal Nightで
おなじみの半田運河へのヒカリノ玉の投げ入れもお楽しみに。
※お酒の提供があるイベントです。飲酒された方は絶対に車を運転しないでください。

日　　時　１１月２２日（木）・２３日（祝） １７時～２１時
場　　所　半田運河（半六庭園周辺）　※荒天中止
内　　容　知多半島の酒蔵・醸造所のお酒（日本酒、ビール、ウィスキー等）と

おつまみ販売（飲食ブース、キッチンカー）、光の演出、ヒカリノ玉
の演出（１８時から）、小栗家住宅の障子マッピング、國盛 酒の文化
館ナイトミュージアム

駐 車 場　ミツカンミュージアム第２駐車場、蔵のまち東駐車場（アイプラザ半田北）
※車を駐車したままでの帰宅はご遠慮願います。（２１時３０分駐車場閉鎖）

場　　所　旧中埜半六邸（２階）お座敷
時　　間　１８時３０分～20時（両日とも）
内　　容　数寄屋造りのお座敷で、ビストロクラシティが創

作した日本酒に合う欧州料理と知多半島六蔵
の日本酒の飲み比べをお楽しみいただけます。
（着座ビュッフェスタイル）

参 加 費　5，０００円／人
定　　員　両日各２５名（申込順）
申込方法　１１月１日（木）～１１月１9日（月）に半田市観光協会

へ電話またはメールによりお申し込みください。

ち ょ っ と 贅 沢

半
田

至
知
多
半
田
駅

J
R
武
豊
線

歩行者
専用
歩行者
専用

南本町

銀座本町2

上浜町

N

本町7

半田商工
会議所

業葉神社

旧中埜半六邸
半六庭園
旧中埜半六邸
半六庭園

魚太郎
蔵のまち

國盛酒の文化館

ミツカン
ミュージアム

小栗家住宅

新橋

源兵衛橋

新栄町

阿
久
比
川

半
田
運
河

市
役
所
前

市
役
所

半田郵便局

アイプラザ半田

蔵のまち東
駐車場

MIM
第2
駐車場

P

P

【問合わせ】 半田市観光協会　３２-３２６４　info@handa-kankou.com
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